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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信した電子番組ガイドに基づいて、ユーザが放送チャンネルおよび放送時刻を指定し
た番組の録画予約を指示し、それによって作成される番組録画予約リストに基づいて番組
の録画を行なう番組録画装置において、
　前記電子番組ガイドを参照して、前記録画予約を指示された番組および前記指示された
番組と同一内容である１個以上の番組を予約番組候補とし、前記予約番組候補のうち、そ
の放送時刻が他の録画予約番組の放送時刻と重複している場合には、その番組を予約番組
候補から削除し、前記削除後の予約番組候補のうち、その放送時刻が所定の時間帯にある
番組を選択し、前記指定した放送時刻に代えて前記選択した番組の放送時刻を録画する時
刻とした番組録画予約リストを生成する番組録画予約部と、
　前記番組録画予約リストに基づいて、番組を録画する番組録画部と、
　前記受信した電子番組ガイドの更新の有無を判断する番組表更新判断部と、
　同一の番組について更新前の番組名と更新後の番組名との対応を記憶する番組名対応記
憶部と、
　電子番組ガイドが更新された場合において、同一の放送時刻および放送チャンネルの番
組について、更新前の電子番組ガイドの番組名を表わす文字列が、更新後の電子番組ガイ
ドの番組名の一部であるかどうかを判定し、一部であると判定した場合には、更新前の番
組名と更新後の番組名とを対応させて番組名対応記憶部に書込む同一番組判定部と、
　番組名を指定した番組の検索要求があった場合に、前記番組名対応記憶部に前記指定さ
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れた番組名が記憶されているかどうかを調べ、記憶されているときには、前記指定された
番組名と、前記指定された番組名と対応して記憶されている番組名とを用いて、前記受信
した電子番組ガイドに含まれる番組の検索を行なう番組検索部と、
　電子番組ガイドの表示要求があった場合に、最後に受信した電子番組ガイドを表示する
電子番組ガイド表示制御部とを備え、
　前記電子番組ガイド表示制御部は、前記最後に受信した電子番組ガイドの番組の番組名
のうち、前記番組名対応記憶部に記憶されている番組名を特定し、前記特定した番組名が
対応して記憶されている番組名よりも短いときには、前記特定した番組名に代えて前記対
応して記憶されている番組名を表示し、
　前記所定の時間帯は、深夜の予め定められた開始時刻と終了時刻との間の時間帯である
、番組録画装置。
【請求項２】
　受信した電子番組ガイドに基づいて、ユーザが放送チャンネルおよび放送時刻を指定し
た番組の録画予約を指示し、それによって作成される番組録画予約リストに基づいて番組
の録画を行なう番組録画装置において、
　前記電子番組ガイドを参照して、前記録画予約を指示された番組と同一内容の番組が前
記指定された放送時刻と別の放送時刻にも放送されており、かつ別の放送時刻が所定の時
間帯にある場合には、前記指定した放送時刻に代えて前記別の放送時刻を録画する時刻と
した番組録画予約リストを生成する番組録画予約部と、
　前記番組録画予約リストに基づいて、番組を録画する番組録画部とを備え、
　前記所定の時間帯は、深夜の予め定められた開始時刻と終了時刻との間の時間帯である
、番組録画装置。
【請求項３】
　前記番組録画予約部は、前記録画予約を指示された番組および前記指示された番組と同
一内容である１個以上の番組を予約番組候補とし、前記予約番組候補のうち、その放送時
刻が他の録画予約番組の放送時刻と重複している場合には、その番組を予約番組候補から
削除し、前記削除後の予約番組候補のうち、その放送時刻が前記所定の時間帯にある番組
を選択し、前記指定した放送時刻に代えて前記選択した番組の放送時刻を録画する時刻と
した番組録画予約リストを生成する、請求項２記載の番組録画装置。
【請求項４】
　前記番組録画装置は、さらに、
　前記受信した電子番組ガイドの更新の有無を判断する番組表更新判断部と、
　同一の番組について更新前の番組名と更新後の番組名との対応を記憶する番組名対応記
憶部と、
　電子番組ガイドが更新された場合において、同一の放送時刻および放送チャンネルの番
組について、更新前の電子番組ガイドの番組名と更新後の電子番組ガイドの番組名とに関
連があるかどうかを判定し、関連があると判定した場合には、更新前の番組名と更新後の
番組名とを対応させて番組名対応記憶部に書込む同一番組判定部と、
　番組名を指定した番組の検索要求があった場合に、前記番組名対応記憶部に前記指定さ
れた番組名が記憶されているかどうかを調べ、記憶されているときには、前記指定された
番組名と、前記指定された番組名と対応して記憶されている番組名とを用いて、前記受信
した電子番組ガイドに含まれる番組の検索を行なう番組検索部とを備える、請求項２記載
の番組録画装置。
【請求項５】
　前記同一番組判定部は、同一の放送時刻および放送チャンネルの番組について、前記更
新前の電子番組ガイドの番組名を表わす文字列が前記更新後の電子番組ガイドの番組名の
一部である場合に、前記関連があると判定する、請求項４記載の番組録画装置。
【請求項６】
　前記番組録画装置は、さらに、
　電子番組ガイドの表示要求があった場合に、最後に受信した電子番組ガイドを表示する
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電子番組ガイド表示制御部を備え、
　前記電子番組ガイド表示制御部は、前記最後に受信した電子番組ガイドの番組の番組名
のうち、前記番組名対応記憶部に記憶されている番組名を特定し、前記特定した番組名が
対応して記憶されている番組名よりも短いときには、前記特定した番組名に代えて前記対
応して記憶されている番組名を表示する、請求項４記載の番組録画装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、番組録画装置に関し、特に電子番組ガイド（Electrical Program Guide:
ＥＰＧ）を利用した番組録画装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、放送局が番組データとともに番組の内容を表わすＥＰＧを送信する技術が普
及している。そして、受信装置では、番組名の文字列を検索キーとして、ＥＰＧの中から
所望の番組を検索可能とする技術も提案されている。
【０００３】
　たとえば、特許文献１には以下のような受信装置が開示されている。すなわち、送られ
てきた番組内容情報とすでに予約時刻重複確認手段に予約されている番組の有する番組内
容情報とを比較し、重複する放送時間を有する予約済みの番組が検出された場合は、代替
番組提示手段により送られてきた番組内容情報を有する番組と同一の番組名を有する放送
内容情報であって、放送時間が送られてきた番組内容情報を有する番組の放送時間と重複
しない番組が存在するかどうかを検索する。検索の結果、該当するものが存在すれば代替
番組リストを表示手段上に表示し、視聴者が予約を行なうか否かを選択する。
【０００４】
　これにより、同一の放送時間に複数個の番組の録画予約が行なわれるのを防止すること
ができる。
【特許文献１】特開平２０００－２９５５３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、複数個の時間帯に同一内容の番組が放送されている場合に、できるだけ所定
の時間帯を選んで録画した方が望ましい場合がある。たとえば、深夜の時間帯には電気料
金が安価になるので、深夜の時間帯に録画を行なう方が昼間に録画を行なうよりも経済的
である。
【０００６】
　しかしながら、特許文献１では、このような所定の時間帯を優先的に録画時刻に設定す
る方法について記載されていない。
【０００７】
　そこで、この発明は、複数個の時間帯に同一内容の番組が放送されている場合に、所定
の時間帯を優先的にその番組の録画時刻に設定することのできる番組録画装置を提供する
ことである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明の番組録画装置は、受信した電子番組ガイドに基づ
いて、ユーザが放送チャンネルおよび放送時刻を指定した番組の録画予約を指示し、それ
によって作成される番組録画予約リストに基づいて番組の録画を行なう番組録画装置にお
いて、電子番組ガイドを参照して、録画予約を指示された番組および指示された番組と同
一内容である１個以上の番組を予約番組候補とし、予約番組候補のうち、その放送時刻が
他の録画予約番組の放送時刻と重複している場合には、その番組を予約番組候補から削除
し、削除後の予約番組候補のうち、その放送時刻が所定の時間帯にある番組を選択し、指
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定した放送時刻に代えて選択した番組の放送時刻を録画する時刻とした番組録画予約リス
トを生成する番組録画予約部と、番組録画予約リストに基づいて、番組を録画する番組録
画部と、受信した電子番組ガイドの更新の有無を判断する番組表更新判断部と、同一の番
組について更新前の番組名と更新後の番組名との対応を記憶する番組名対応記憶部と、電
子番組ガイドが更新された場合において、同一の放送時刻および放送チャンネルの番組に
ついて、更新前の電子番組ガイドの番組名を表わす文字列が、更新後の電子番組ガイドの
番組名の一部であるかどうかを判定し、一部であると判定した場合には、更新前の番組名
と更新後の番組名とを対応させて番組名対応記憶部に書込む同一番組判定部と、番組名を
指定した番組の検索要求があった場合に、番組名対応記憶部に指定された番組名が記憶さ
れているかどうかを調べ、記憶されているときには、指定された番組名と、指定された番
組名と対応して記憶されている番組名とを用いて、受信した電子番組ガイドに含まれる番
組の検索を行なう番組検索部と、電子番組ガイドの表示要求があった場合に、最後に受信
した電子番組ガイドを表示する電子番組ガイド表示制御部とを備え、電子番組ガイド表示
制御部は、最後に受信した電子番組ガイドの番組の番組名のうち、番組名対応記憶部に記
憶されている番組名を特定し、特定した番組名が対応して記憶されている番組名よりも短
いときには、特定した番組名に代えて対応して記憶されている番組名を表示する。
【０００９】
　また、本発明の番組録画装置は、受信した電子番組ガイドに基づいて、ユーザが放送チ
ャンネルおよび放送時刻を指定した番組の録画予約を指示し、それによって作成される番
組録画予約リストに基づいて番組の録画を行なう番組録画装置において、電子番組ガイド
を参照して、録画予約を指示された番組と同一内容の番組が指定された放送時刻と別の放
送時刻にも放送されており、かつ別の放送時刻が所定の時間帯にある場合には、指定した
放送時刻に代えて別の放送時刻を録画する時刻とした番組録画予約リストを生成する番組
録画予約部と、番組録画予約リストに基づいて、番組を録画する番組録画部とを備える。
【００１０】
　好ましくは、番組録画予約部は、録画予約を指示された番組および指示された番組と同
一内容である１個以上の番組を予約番組候補とし、予約番組候補のうち、その放送時刻が
他の録画予約番組の放送時刻と重複している場合には、その番組を予約番組候補から削除
し、削除後の予約番組候補のうち、その放送時刻が所定の時間帯にある番組を選択し、指
定した放送時刻に代えて選択した番組の放送時刻を録画する時刻とした番組録画予約リス
トを生成する。
【００１１】
　好ましくは、番組録画装置は、さらに、受信した電子番組ガイドの更新の有無を判断す
る番組表更新判断部と、同一の番組について更新前の番組名と更新後の番組名との対応を
記憶する番組名対応記憶部と、電子番組ガイドが更新された場合において、同一の放送時
刻および放送チャンネルの番組について、更新前の電子番組ガイドの番組名と更新後の電
子番組ガイドの番組名とに関連があるかどうかを判定し、関連があると判定した場合には
、更新前の番組名と更新後の番組名とを対応させて番組名対応記憶部に書込む同一番組判
定部と、番組名を指定した番組の検索要求があった場合に、番組名対応記憶部に指定され
た番組名が記憶されているかどうかを調べ、記憶されているときには、指定された番組名
と、指定された番組名と対応して記憶されている番組名とを用いて、受信した電子番組ガ
イドに含まれる番組の検索を行なう番組検索部とを備える。
【００１２】
　好ましくは、同一番組判定部は、同一の放送時刻および放送チャンネルの番組について
、更新前の電子番組ガイドの番組名を表わす文字列が更新後の電子番組ガイドの番組名の
一部である場合に、関連があると判定する。
【００１３】
　好ましくは、番組録画装置は、さらに、電子番組ガイドの表示要求があった場合に、最
後に受信した電子番組ガイドを表示する電子番組ガイド表示制御部を備え、電子番組ガイ
ド表示制御部は、最後に受信した電子番組ガイドの番組の番組名のうち、番組名対応記憶
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部に記憶されている番組名を特定し、特定した番組名が対応して記憶されている番組名よ
りも短いときには、特定した番組名に代えて対応して記憶されている番組名を表示する。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、複数個の時間帯に同一内容の番組が放送されている場合に、所定の
時間帯を優先して録画時刻に設定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　この発明の実施の形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。なお、図中の同
一または相当部分については、同一符号を付してその説明は繰返さない。
【００１６】
　（番組録画装置の構成）
　図１は、本発明の実施形態に係る番組録画装置の構成を示す図である。
【００１７】
　図１を参照して、この番組録画装置１は、チューナ２と、分離部３と、音声検波増幅回
路４と、映像検波増幅回路５と、記録再生部１７と、記録媒体１８と、モニタ８と、スピ
ーカ７と、操作入力部１６と、ＥＰＧ記憶部９と、ＥＰＧ表示制御部１２と、ＥＰＧ更新
判断部６と、同一番組判定部１０と、番組名対応記憶部１１と、番組検索部１３と、番組
録画予約部１４と、番組録画予約リスト記憶部１５と、番組録画部１９とを備える。
【００１８】
　チューナ２は、指示されたチャンネルの放送信号を受信する。
【００１９】
　分離部３は、受信した放送信号から映像信号、音声信号、およびＥＰＧを分離する。
【００２０】
　音声検波増幅回路４は、分離部３から出力される音声信号を検波して、この音声信号を
増幅してスピーカ７に出力する。
【００２１】
　映像検波増幅回路５は、分離部３から出力される映像信号を検波して、この映像信号を
増幅してモニタ８に出力する。
【００２２】
　記録再生部１７は、映像検波増幅回路５から出力された映像信号および音声検波増幅回
路４から出力された音声信号を記録媒体１８に記録するとともに、記録媒体１８に記録さ
れている映像信号および音声信号を再生して、モニタ８およびスピーカ７に出力する。
【００２３】
　記録媒体１８は、ハードディスク、ビデオテープ、ＤＶＤ（Digital Versatile Disk）
などで構成されており、音声検波増幅回路４から出力される音声信号および映像検波増幅
回路５から出力される映像信号を記録する。
【００２４】
　モニタ８は、映像検波回路から出力される映像信号およびＥＰＧ表示制御部１２から出
力されるＥＰＧを表示する。
【００２５】
　スピーカ７は、音声検波回路から出力される音声信号を出力する。
【００２６】
　操作入力部１６は、ユーザから番組録画予約の要求、番組検索の要求およびＥＰＧの表
示の要求などを受け付ける。
【００２７】
　ＥＰＧ記憶部９は、受信した最新のＥＰＧを記憶する。ＥＰＧは、番組の番組名、放送
時刻（放送日、放送開始時刻～放送終了時刻）、放送チャンネル、予約コード、ジャンル
などの情報を２週間分含む。ＥＰＧは、所定の時間（たとえば１日に４回）ごとに更新さ
れる。
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【００２８】
　ＥＰＧ更新判断部６は、分離部３から出力されるＥＰＧと、ＥＰＧ記憶部９に記憶され
ているＥＰＧとを参照して、ＥＰＧが更新されたか否かを判断し、更新されている場合に
は、新たなＥＰＧをＥＰＧ記憶部９に書込む。また、ＥＰＧ更新判断部６は、ＥＰＧが更
新され、かつ同一の放送時刻の同一の放送チャンネルの番組の番組名に変更があった番組
が存在する場合には、同一番組判定部１０に番組名の判定をさせる。
【００２９】
　同一番組判定部１０は、電子番組ガイドが更新された場合において、同一の放送時刻お
よび放送チャンネルの番組について、更新前のＥＰＧの番組名と更新後のＥＰＧの番組名
とに相関関係があるかどうか、たとえば、更新前のＥＰＧの番組名の文字列が、更新後の
ＥＰＧの番組名の文字列の一部であるかどうかを判定する。同一番組判定部１０は、相関
関係があると判定したときには、更新前のＥＰＧの番組名（古い番組名）と更新後のＥＰ
Ｇの番組名（新しい番組名）とを対応させて番組名対応記憶部１１に書込む。また、同一
番組判定部１０は、更新前のＥＰＧの番組名と更新後のＥＰＧの番組名とに相関関係がな
いと判定した場合には、更新前と更新後の番組が違う番組として認識し、番組名対応記憶
部１１への書込みは行なわない。
【００３０】
　番組名対応記憶部１１は、ＥＰＧにおいて番組名が更新された番組について、古い番組
名（更新前の番組名）と新しい番組名（更新後の番組名）との対応を記憶する。
【００３１】
　図２は、番組名対応記憶部１１において古い番組名と対応させて記憶されている新しい
番組名の例を示す。
【００３２】
　図２を参照して、古い番組名の文字列“クイズ地球”に対応して、その古い番組名の文
字列“クイズ地球”を含む新しい番組名“クイズ地球一周旅行”が記憶されている。
【００３３】
　また、古い番組名の文字列“歌謡王”に対応して、その古い番組名の文字列“歌謡王”
を含む新しい番組名“２００４年輝く歌謡王選手権”が記憶されている。
【００３４】
　ＥＰＧ表示制御部１２は、操作入力部１６を通じてＥＰＧの表示要求があったときには
、ＥＰＧ記憶部９に記憶されている最新のＥＰＧを表示する。ＥＰＧ表示制御部１２は、
最新のＥＰＧを表示する際に、最新のＥＰＧに含まれる番組の番組名のうち、番組名対応
記憶部１１に記憶されている番組名を特定し、特定した番組名が対応して記憶されている
番組名よりも短い（つまり文字数が少ない）場合には、特定した番組名に代えて対応して
記憶されている番組名（長い方の番組名）を表示する。
【００３５】
　番組検索部１３は、操作入力部１６を通じて番組名を指定した番組の検索要求があった
場合に、番組名対応記憶部１１に指定された番組名が記憶されているときには、指定され
た番組名およびその指定された番組名に対応して記憶されている番組名でＥＰＧ記憶部９
に記憶されているＥＰＧに含まれる番組の検索を行なう。
【００３６】
　また、番組検索部１３は、操作入力部１６を通じて番組の録画要求があった場合には、
ユーザが指定した番組の番組名を特定し、番組名対応記憶部１１に特定された番組名が記
憶されているときには、特定された番組名と同一の番組名、またはその特定された番組名
に対応して記憶されている番組名と同一の番組名の番組がＥＰＧ記憶部９に記憶されてい
るＥＰＧに存在するかを調べる。
【００３７】
　番組録画予約部１４は、番組検索部１３からユーザが録画要求した番組の番組名と同一
の番組名の番組および録画要求した番組に対応する番組の番組名と同一の番組名の番組の
通知を受ける。
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【００３８】
　番組録画予約部１４は、同一の番組名の番組の通知を受けた場合には、それらの番組と
ユーザが録画予約指定したもとの番組を予約番組候補とする。番組録画予約部１４は、番
組録画予約リストを参照して、予約番組候補の各番組についてその放送時刻（放送日、放
送開始時刻～放送終了時刻）が、既に録画予約している番組の放送時刻（放送日、放送開
始時刻～放送終了時刻）と重複しているか否かを調べ、重複している場合には当該番組を
予約番組候補から削除する。さらに、番組録画予約部１４は、予約番組候補のうち、放送
時刻（放送日、放送開始時刻～放送終了時刻）が深夜の時間帯（たとえば午前２時から午
前４時まで）に含まれる番組があれば、その中の１個の番組を選択し、その番組の放送時
刻（放送日、放送開始時刻～放送終了時刻）および放送チャンネルを番組録画予約リスト
に登録する。一方、番組録画予約部１４は、深夜の時間帯に含まれる番組がなければ、放
送開始時刻が現在時刻に最も近い番組を選択し、その番組の放送時刻（放送日、放送開始
時刻～放送終了時刻）および放送チャンネルを番組録画予約リストに登録する。
【００３９】
　番組録画予約リスト記憶部１５は、録画予約する番組ごとに、その放送時刻（放送日、
放送開始時刻～放送終了時刻）および放送チャンネルからなる番組録画予約リストを記憶
する。
【００４０】
　番組録画部１９は、番組録画予約リストに定められた各番組について、チューナ２を指
示して、その放送開始時刻から放送終了時刻まで、放送チャンネルの放送信号を受信させ
、記録再生部１７を指示して、検波および増幅された映像信号および音声信号を記録媒体
１８に記録させる。
【００４１】
　（動作）
　図３は、同一番組名判定の動作手順を示すフローチャートである。
【００４２】
　図３を参照して、まず、ＥＰＧ更新判断部６は、ＥＰＧが更新され、かつ番組名に変更
があった番組が存在するか否かを判断する（ステップＳ１０１）。
【００４３】
　同一番組判定部１０は、ＥＰＧが更新され、かつ番組名に変更があった番組が存在する
ときに（ステップＳ１０１でＹＥＳ）、その番組の更新前のＥＰＧの番組名と更新後のＥ
ＰＧの番組名とを比較する（ステップＳ１０２）。
【００４４】
　次に、同一番組判定部１０は、更新前のＥＰＧの番組名と更新後のＥＰＧの番組名とに
相関関係があると判定した場合、たとえば、更新前のＥＰＧの番組名の文字列が、更新後
のＥＰＧの番組名の文字列の一部である場合には（ステップＳ１０３でＹＥＳ）、更新前
のＥＰＧの番組名（古い番組名）と更新後のＥＰＧの番組名（新しい番組名）とを対応さ
せて番組名対応記憶部１１に書込む（ステップＳ１０４）。
【００４５】
　次に、番組検索部１３は、ユーザから番組名を指定した番組の検索要求があった場合に
、番組名対応記憶部１１に指定された番組名が記憶されているときには、指定された番組
名およびその指定された番組名に対応して記憶されている番組名でＥＰＧ記憶部９に記憶
されているＥＰＧに含まれる番組の検索を行なう。
【００４６】
　ＥＰＧ表示制御部１２は、ユーザからＥＰＧの表示要求があったときには、ＥＰＧ記憶
部９に記憶されている最新のＥＰＧを表示する。ＥＰＧ表示制御部１２は、最新のＥＰＧ
を表示する際に、最新のＥＰＧに含まれる番組の番組名のうち、番組名対応記憶部１１に
記憶されている番組名を特定し、特定した番組名が対応して記憶されている番組名よりも
短い場合には、特定した番組名に代えて対応して記憶されている番組名を表示する（ステ
ップＳ１０５）。
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【００４７】
　一方、同一番組判定部１０は、更新前の番組名と更新後の番組名とに相関関係がないと
判定した場合（ステップＳ１０３でＮＯ）、更新前の番組と更新後の番組を違う番組とし
て認識し、番組名対応記憶部１１への書込みは行なわない（ステップＳ１０６）。
【００４８】
　番組検索部１３は、ユーザから番組名を指定した番組の検索要求があった場合に、指定
された番組名でＥＰＧ記憶部９に記憶されているＥＰＧに含まれる番組の検索を行なう。
【００４９】
　ＥＰＧ表示制御部１２は、ユーザからＥＰＧの表示要求があった場合に、ＥＰＧ記憶部
９に記憶されている最新のＥＰＧをそのまま表示する（ステップＳ１０７）。
【００５０】
　（動作）
　図４は、番組録画予約の動作手順を示すフローチャートである。
【００５１】
　図４を参照して、まず、ユーザは、操作入力部１６を通じて、モニタ８に表示されたＥ
ＰＧの中の一箇所の番組を指定することで、番組録画予約の要求を行なう（ステップＳ２
０１）。
【００５２】
　次に、番組検索部１３は、ユーザが指定した番組の番組名を特定する。番組検索部１３
は、番組名対応記憶部１１に特定された番組名が記憶されているときには、特定された番
組名と同一の番組名、またはその特定された番組名に対応して記憶されている番組名と同
一の番組名の番組がＥＰＧ記憶部９に記憶されているＥＰＧに存在するかを調べる（ステ
ップＳ２０２）。
【００５３】
　番組録画予約部１４は、同一の番組名の番組がない場合には（ステップＳ２０３でＮＯ
）、ユーザが指定した箇所の番組の放送時刻（放送日、放送開始時刻～放送終了時刻）お
よび放送チャンネルを特定し、それらを番組録画予約リストに登録する（ステップＳ２０
４）。
【００５４】
　一方、番組録画予約部１４は、同一の番組名の番組がある場合には（ステップＳ２０３
でＹＥＳ）、それらの番組と、ユーザが録画予約指定したもとの番組を予約番組候補とす
る。番組録画予約部１４は、番組録画予約リストを参照して、予約番組候補の各番組につ
いてその放送時刻（放送日、放送開始時刻～放送終了時刻）が、既に録画予約している番
組の放送時刻（放送日、放送開始時刻～放送終了時刻）と重複しているか否かを調べ、重
複している場合には（ステップＳ２０５でＹＥＳ）、当該番組を予約番組候補から削除す
る（ステップＳ２０６）。
【００５５】
　次に、番組録画予約部１４は、予約番組候補のうち、放送時刻（放送日、放送開始時刻
～放送終了時刻）が深夜の時間帯（たとえば午前２時から午前４時まで）に含まれる番組
があれば（ステップＳ２０７でＹＥＳ）、その中の１個の番組を選択し、その番組の放送
時刻（放送日、放送開始時刻～放送終了時刻）および放送チャンネルを番組録画予約リス
トに登録する（ステップＳ２０８）。
【００５６】
　一方、番組録画予約部１４は、深夜の時間帯に含まれる番組がなければ（ステップＳ２
０７でＮＯ）、放送開始時刻が現在時刻に最も近い番組を選択し、その番組の放送時刻（
放送日、放送開始時刻～放送終了時刻）および放送チャンネルを番組録画予約リストに登
録する（ステップＳ２０９）。
【００５７】
　（具体例）
　図５は、番組録画予約の具体例を表わす図である。
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【００５８】
　図５を参照して、ユーザは、ＥＰＧの中の番組名が番組５１の録画要求を行なったもの
とする。
【００５９】
　番組検索部１３は、番組５１の番組名“クイズＡ”が番組名対応記憶部１１に記憶され
ていないので、番組検索部１３は、ＥＰＧの中の番組名が“クイズＡ”である番組を検索
する。
【００６０】
　次に、番組録画予約部１４は、検索された番組５２、番組５３および番組５４とユーザ
が録画要求したもとの番組５１を予約番組候補とする。
【００６１】
　番組録画予約部１４は、予約番組候補のうち番組５２については、その放送時刻（９：
００～１０：００）が、既に録画予約している番組６１の放送時刻（９：００～１０：０
０）と重複するので、番組５２を予約番組候補から削除する。
【００６２】
　次に、番組録画予約部１４は、予約番組候補（番組５１、番組５３、番組５４）のうち
、番組５４については、その放送時刻（３：００～４：００）が深夜の時間帯（２：００
～４：００）に含まれるので、番組５４の放送時刻（３：００～４：００）および放送チ
ャンネル（ＣＨ２）を番組録画予約リストに登録する。
【００６３】
　以上のように、本発明の実施形態に係る番組録画装置によれば、複数個の時間帯に同一
の番組が放送されている場合に、深夜の時間帯を優先的にその番組の録画時刻に設定する
ことができる。
【００６４】
　（変形例）
　本発明は、上記の実施形態に限定されるものではなく、たとえば以下の変形例も含む。
【００６５】
　（１）　深夜の時間帯の番組がないときの録画番組の選択について
　本発明の実施形態では、深夜の時間帯に含まれる番組がなければ、放送開始時刻が現在
時刻に最も近い番組を選択したが、これに限定するものではない。当所ユーザが表示され
ているＥＰＧの中で選択した箇所の番組を選択するものとしてもよい。
【００６６】
　（２）　番組録画予約
　本発明の実施形態では、ユーザが録画要求した番組と、ユーザが録画要求した番組の番
組名と同一の番組名の番組と、番組名対応記憶部内の録画要求した番組の番組名に対応し
て記録されている番組の番組名と同一の番組名の番組とを予約番組候補としたが、これに
限定するものではない。ユーザが録画要求した番組と、ユーザが録画要求した番組の番組
名と同一の番組名の番組のみを予約番組候補としてもよい。
【００６７】
　（３）　同一番組の判定
　本発明の実施形態では、更新前の番組名の文字例が、更新後の番組名の一部である場合
、すなわち、更新後の番組名に更新前の番組名の文字のすべてが含まれる場合に、更新前
後の番組名に相関関係があると判定したが、相関関係ありの基準は、これに限定するもの
ではない。たとえば、更新後の番組名に更新前の番組名の文字列のうちの９０％以上が含
まれる場合に、更新前後の番組名に相関関係があると判定するような基準を設けてもよい
。あるいは、更新前の番組名に含まれる漢字文字が更新後の番組名に含まれる漢字文字と
一致する場合に、更新前後の番組名に相関関係があると判定するような基準を設けてもよ
い。
【００６８】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
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れるべきである。本発明の範囲は、上記した説明ではなく、特許請求の範囲によって示さ
れ、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の実施形態に係る番組録画装置の構成を示す図である。
【図２】番組名対応記憶部１１において古い番組名と対応させて記憶されている新しい番
組名の例を示す図である。
【図３】同一番組名判定の動作手順を示すフローチャートである。
【図４】番組録画予約の動作手順を示すフローチャートである。
【図５】番組録画予約の具体例を表わす図である。
【符号の説明】
【００７０】
　１　番組録画装置、２　チューナ、３　分離部、４　音声検波増幅回路、５　映像検波
増幅回路、６　ＥＰＧ更新判断部、７　スピーカ、８　モニタ、９　ＥＰＧ記憶部、１０
　同一番組判定部、１１　番組名対応記憶部、１２　ＥＰＧ表示制御部、１３　番組検索
部、１４　番組録画予約部、１５　番組録画予約リスト記憶部、１６　操作入力部、１７
　記録再生部、１８　記録媒体、１９　番組録画部。

【図１】 【図２】
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【図５】
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